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1 7 村 上 正 明 

１．日光市における地域防災力の強化について  

（１）防災井戸の活用について  

日光市は、全国で３番目に広大な面積であります。

全地域を災害から守り、被害を最小限に留めるために

は、自助・共助・公助が重要です。  

近年では、２０２４年１月に能登半島地震、本年７

月に熊本地震、８月に千葉豪雨といった災害により、

長期的にライフラインが寸断された状況が報道され

ております。日光市では、能登半島沖地震を踏まえ、

本年４月より「災害用井戸・湧水登録制度」が始まり

ましたが、どのような内容なのか、次の３点を伺いま

す。  

①災害時に利用できる災害用井戸・湧水登録制度の内

容と登録状況について  

②登録制度の課題について  

③市、単独の防災井戸の進捗状況について  

（２）民間事業者との災害協定について  

災害時に救援物資が各地から届くと予想されます。

搬入や仕分け作業の職員の負担を考えると専門的な

民間事業者との連携が重要であると考えますが、当市

の災害協定について、次の２点を伺います。  

①当市の民間事業者との現時点の災害協定について  

②救援物資の搬入や運搬をどのように検討し、どのよ  

うな対策を行っているのか  

 

2 7 福 田 悦 子 

１．学校給食の代替費補助金について  

（１）学校給食の代替費補助金について  

    現在、子育て世帯の経済的負担を軽減するため、学

校給食費の無償化が実施になっている。  

これに伴い、食物アレルギーなどのやむを得ない事

情により学校給食の代わりに家庭から弁当を持参し

ている児童・生徒の保護者に対して、無償で学校給食

を受ける児童・生徒の保護者との公平性を図り、経済

的負担を軽減するために経済的負担の軽減と、学校給

食費の無償化を受ける保護者との公平を図ることを  
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2 7 福 田 悦 子 

目的に補助金を支給する自治体が広がっている。  

当市において代替費補助金制度導入の今後の対応

は。  

 

２．高齢者や障がい者支援の現状と課題について  

（１）高齢者や障がい者支援について  

現在まで、多くの障がい者や高齢者への支援を一般

質問で提案し、実現につなげてきた。  

例えば、２０１０年、９月議会にて、聴覚に障がい

を持つ人の火災避難時、普通の報知機を設置しても音

が十分に聞こえない場合には意味がなくて、的確に避

難できない事態が生じるために聴覚に障がいのある

方へストロボ点滅型の報知機の支援をすることを提

案、日常生活用具給付等事業に組み込まれた。  

２０１１年２月議会にて、高齢や障がい等の理由に

より、家庭ごみをごみステーションまで運ぶことが困

難な世帯の方を対象に、ごみの戸別収集を提案。現在

行われている「ふれあい収集」につながっている。  

２０１４年６月議会にて、地震災害に備えて障がい

を持つ人や高齢者の安全確保のために、家具等転倒防

止器具取りつけ支援を提案。その後、この支援が開始

された。  

これら事業の現状と課題は。  

 

３．在住外国人対策について  

（１）在住外国人対策について  

    現在、全国的に企業などは人手不足の状態にあり、

さらに少子高齢化での労働力人口減少に伴い在住外国

人が増加している。新聞報道によると当市では２０１

５年比で３．４倍に増加している。  

内閣府では我が国における外国人労働者の現状と

課題の中で、「外国人労働者の受入れに当たっては、単

なる労働力としてではなく、日本社会、地域社会を構

成する一員として受け入れ、日本人と外国人が互いに  
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2 7 福 田 悦 子 

尊重し、安全・安心に暮らせる共生社会を実現してい

くことが重要である」と述べている。  

多くの外国人が居住し、インバウンドで外国人観光

客も増加している当市において、多文化共生社会実現

に向けた取組を進めることが重要である。  

    そこで、次の３点を伺う。  

①在住外国人に対する支援体制について  

②在住外国人児童生徒への日本語教育支援について  

③外国人材の受入れと多文化共生社会の実現に向けた  

取組について  

 

3 12 斎 藤 知 美  

１．文化行政について  

（１）藤原図書館について  

①藤原図書館の蔵書・除籍・市民への周知について  

・蔵書数の過去５年間の推移について  

・除籍とその根拠、除籍資料について  

・藤原地域・その他の地域の住民への休館の周知に  

ついて  

②仮設図書館について  

・令和８年度当初予算として約 44,000,000円の開設

費用を計上・債務負担行為の設定をしている仮設

図書館の移設場所・規模・開館時期について  

（２）日光市の文化行政及び生涯学習行政について  

    将来の日光市の図書館を含む文化行政及び生涯学習

行政について  

 

２．湯西川小中学校について  

（１）閉校について  

湯西川小中学校の閉校に至った経緯を伺う。  

 

３．過疎地域の振興と発展について  

（１）中山間部過疎対策について  

瀬髙市長は昨年の市長選挙に際し、中山間部の過疎

対策を挙げた。今後、過疎地域をどのように振興・発  
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3 12 斎 藤 知 美  
展する考えか伺う。  


